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　ノイロ‘一ゼ考えが1ヵ所に停滞し先に進まぬのも

気オイローゼの一つの症状ではないかと思うのだ参，雲鏡

・欄も2巻10号で48のテーマがとりあげられたので，全『

部をよみかえしてみると，少しノイローゼ的なところが

感ぜられぬでもない，全部をはっぎり分類することは困

難だが，研究態度や技術のあり方をとり上げたものが半

分以上，興味ある気象に関連した現象のクリチックが約

％，気象台のポリシー批判が約％，その他は原水爆，原

子力問題，科学史に関連したものとなっている．

　お説教的なものが多く，疑問形や間いかけの文章がた

’いへん少いのは文章のスタイルにもよることながら，や

はり視角や発想形式の固定化が原因しているのではない

か，文章のにつめ方も足りないように思う．600字とい

う制限は和歌や俳旬にくらべたら，それこそ無限の天地

だ．辞典をつくった経験のある人は始めに長く書いた文

　　　　　　　　　　　　づ．’章が，けずってゆくと面白いほど，どんどん短くなって

ゆくことはよく御存知のことであろう．あまりにつめて

しまって何が何やらわからぬものになってしまってもこ

まるが，雲鏡欄に限らず気象の論女はこのにつめ方が不

足しているのではないか．字数の制限におぴえて一つの

テーマをこねまわすからノイローゼ的になるのではない
　　　　
か．ど’うしてもスペースがせまいという

’　なら四つり欄を意識的に有機的にむすぴ

　つけてトリオやクワルテットをやってみ

　一たら面白いのではないだろうか．　（N）

　投書　ある日私あてに某市の未知の少

年から封書が届いた．字と文章から見て

．小学校5年か6年．内容はこうである．

「私達は気象台の先生達が苦労している
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　右と左　あ為有名なドレス学綿の翠校時開ギ；ゲちタラ気』，

．どそ嚇を逆行して出勤しなげれば妨加・男の誕，，1

　　　　ぎ
　《道巾いらぱいに歩いてくる若レ｝女性群には翻只す』醗

「
る、新らしい交通規則に従らて右側を通ろうとすれば強・

いレジスタンスを感ずる．よほど辛棒強くがんばらて，’『

ぶつふりそうになる相手が道をゆずってくれるまで動か，

ないぐらいの決心がいる．昔からの慣習に従うて左側適一

行をしてやろうとすれば，おそらく右側以上のレジスタ・

ン．スを受ける．ゆちくり時間をかけてもよいだけの余裕い

があれば，多少いじを張って右でも左でも通って通れな一㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L、㌧
いことはない．しかし通勤ともなると、そラ問屋はおろざ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一転　　　　　　　　　　　　　　　、ヂ1
ない．しようがないから道のまん中を璋る．まん中だら．

てレジスタンスはある．そのとぎの態度がふるってる・1』’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、相手にぶつかりそうになったら・ホ目手が揖よ鵬殖’

によけるかを直感的に判断する・そしてひょいひよ～’一と，1・

身をひるがえしながらだれにもぶつからないで通りぬけ　＼

懲諜㌻　けれども’このア瀕が置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　ヌワ
　話は交通道徳の話である．右と左だからといって鱗理一

　　　　　　　にアナロジヵルにうがって考えるのは禁／’

物．そういう道准ら願’ρても歩いてみな

いなどとあごをなでるのも禁物

　　　　　　　　　　　　　　　1（い）

．耳一

　ペンギンの卵動物学者ウィルゾンと

ボワーズ，ガラードの三人は冬のクロジ

ール岬に80粁の往復に2カ月余を費して・

月光を頼りに皇帝一ンギンの卵を採集犀’

．ソ・

入
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・ことを感謝する．私は明治以来の台風の研究をしたいか

ら～明治以来の台風の名前と被害を表に書いて送ってく

れ．それから，ついでに日本全国の霜，雪について，初

日と終日を調べて表にして送ってくれ」．こう書いてあ

った．随分人をばかにした手紙だが，相手は子供のこと

ゆえ，この表を作って送ることは大変だから，一応どう

したら調べられるか，先生と相談して見なさいと言って

やった．ところがしばらくたって，今度は2人の少年の

名そ，先生に相談したら象気台に聞けと言うからぜひ知

らせてくれ，ついでに富士山で人工降雨の実験をやって

’いるそうだから，その写眞もくれと書いてある．私はこ

の子供にではなく，受持ちの先生にいささか腹を立てて

子供に勉強させるのに，こういった資料集めしか手段は

ないのか，学校で温度を観測するのもよい，吹流しで風

を測ると・いう研究のやり方もあるではないかと言ってや

った．そ1して返事の末尾にこれらの資料を調べることの

できる書物と発行所を記入してやった．返事がないとこ
プ

ろを見ると，この子供たちをけしかけた先生は，自分の

やり方にいささか後悔しているのだろう．　　・（劣）一
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出かけた．一50・C，眞暗な中で天幕を吹き飛ばされ，石へ・

小屋に泊ったり等して，命からがら基地に帰？・て来たが

たて，た3コの卵しか採れなかった・3年後ただ一人生還

したガラードが南ケンシントンの博物館に其の卵を持っ

て行った．入口の守衛いわく「君は誰なのか・ここは罪

屋ではない．卵なんかいじくり廻して何にする積りなの・

か．警官の所へ連れて行って欲しいと云うのが・鰐の卵・

で蓬，欲しいと云うのか．わしは卵のことは何も兜ら庖の

だ」館長はガラードの手から卵を受け取って一言の礼も　＼

云わず偉い人の方を向いて話し続けた・館長はガラ」ド

のいるのに突然気がついてそれが気に入らないらしかっ

た．．「どうか，その卵の受取書を頂ぎたいと思うんでず，

が」「そんなものは要らない」・館長の注意は全く偉帆・

人の方に向けられていた．ガラー画ま邪魔になりはしな

いかと外で待つことにした．暫くたって下役が行ったり

一
来
たりしてじろじろと眺め，事務的に訊ねた・しまいに

ガラ＿ドは受取が欲しくて待っているのぞはなくて・実，

・は人殺しをしようと思っ宅待っているのだと気ずいた・

兎も角終りには受取をくれたのでガラードはそねを持っ

て完全に紳まとして行動する事がでぎたと思いながら帰

って行った．・　・　　一　　（o・）．
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